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事後解析. 第38回⽇本糖尿病合併症学会, 岡⼭県(⽇本), 2023/10/20-21.

国内学会発表 69 萩勝彦, 河内健治, 伊藤潤平, 植⽊浩⼆郎, 加来浩平, 綿⽥裕孝. 薬物療法(1)　メタボリックシンドロームを併発した2型糖尿病患者に対するイメグリミンの有効性,安全性　インスリン併⽤療法試験
の事後解析. 第38回⽇本糖尿病合併症学会, 岡⼭県(⽇本), 2023/10/20-21.

国内学会発表 70 ⽚上直⼈, 三⽥智也, 佐藤泰憲, 綿⽥裕孝, 下村伊⼀郎. 薬物療法(3)　tofogliflozin投与下における肝機能関連指標,尿酸値,ヘモグロビン値の⾎中レベルの変化-UTOPIA試験サブ解析. 第
38回⽇本糖尿病合併症学会, 岡⼭県(⽇本), 2023/10/20-21.

国内学会発表 71 綾⽬達宏, ⾦井彩⾳, 熊⾕早織, ⾼橋淑⼦, 佐藤綾⼦, ⽚平雄⼤, 佐藤博亮. ⾎漿交換と甲状腺全摘により救命し得た甲状腺クリーゼの⼀例. 第33回臨床内分泌代謝Update, 神奈川県(⽇
本), 2023/11/3-4.

国内学会発表 72 寺本紳⼀郎, ⽥原重志, 後藤広昌, 児⽟琢磨, 綿⽥裕孝, 近藤聡英. 内分泌刺激誘発性下垂体卒中に対する外科的介⼊. 第33回臨床内分泌代謝Update, 神奈川県(⽇本), 2023/11/3-
4.

国内学会発表 73 内⽥豊義. 甲状腺クリーゼ　救命率を上げるためにできること. 第33回臨床内分泌代謝Update, 神奈川県(⽇本), 2023/11/3-4.

国内学会発表 74 ⾨倉椋, 森⾕千尋, 佐藤淳⼦, 城⼾優花, 熊⾕⿇⼦, 三森愛美, 後藤広昌, ⽥久保憲⾏, 板倉敦夫, 清⽔俊明, 綿⽥裕孝. 臍帯静脈⾎評価を⾏った妊娠合併Cushing症候群の⼀例. 第33
回臨床内分泌代謝Update, 神奈川県(⽇本), 2023/11/3-4.



国内学会発表 75 ⽥村好史. ⻑期的な視点に基づく運動・⾷事によるフレイル・サルコペニア予防. 第10回⽇本サルコペニア・フレイル学会⼤会, 東京都(⽇本), 2023/11/4-5.

国内学会発表 76 内藤仁嗣, ⽥端宏樹, 新村直哉, 梅⽥暢⼤, 松本知也, 齋藤親, 加賀英義, 吉澤裕世, 筧佐織, 荒井秀典, 河盛隆造, 綿⽥裕孝, ⽥村好史. スマートフォンを⽤いた歩⾏動作解析の信頼性と臨
床的意義. 第10回⽇本サルコペニア・フレイル学会⼤会, 東京都(⽇本), 2023/11/4-5.

国内学会発表 77 ⽯薈聡, ⽥端宏樹, ⼤塚光, 染⾕由希, 加賀英義, 内藤仁嗣, アブドラザク・アブラディ, 筧佐織, 伊藤直顕, ⽥島翼, 吉澤裕世, 河盛隆造, ⽥村好史. ⻘年期の運動種⽬と⾼齢期の認知機能と
の関連　⽂京ヘルススタディ. 第42回⽇本認知症学会学術集会, 奈良県(⽇本), 2023/11/24-26.

国内学会発表 78 ⽥村好史. 筋⾁・サルコペニアと肥満 サルコペニア・代謝的肥満と脳機能. 第44回⽇本肥満学会・第41回⽇本肥満症治療学会学術集会, 宮城県(⽇本), 2023/11/25-26.

国内学会発表 79 綿⽥裕孝. ⽣活習慣病をめぐるInterdisciplinary Medicineの最前線(1)　膵β細胞不全へのアプローチ︓糖尿病の根治治療を⽬指して. 第51回内科学の展望, 沖縄県(⽇本), 2023/12/3.

国内学会発表 80 折⽥創, 尾崎⿇⼦, 雄太郎 吉., 渡邉武⼤, 窪⽥晃, ⾦井カロリネ, 五味裕⼦, 榎本真理, 内⽥由寛, 峯真司, 綿⽥裕孝, 福永哲. 私はこうやって減量・代謝改善⼿術を増やしました　当院における
肥満治療の展望. 第36回⽇本内視鏡外科学会総会, 神奈川県(⽇本), 2023/12/7-9.

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 ⽥村好史. 腎移植前後の運動療法、栄養管理について　腎移植と⾝体活動・運動療法. 第56回⽇本臨床腎移植学会, 東京都(⽇本), 2023/2/10-12.

特別講演・
招待講演 2 ⽥村好史. 慢性疾患とアクティブガイド. 第34回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川県(⽇本), 2023/11/11-12.


